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コ
ロ
ナ
禍
は
あ
ら

ゆ
る
生
活
に
さ
ま
ざ

ま
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
。
専
門
家
か

ら
異
論
も
あ
っ
た
中

で
の
安
倍
前
首
相
の
独
断
に
よ
る

休
校
措
置
の
長
期
化
に
対
し
、
現

場
は
分
散
登
校
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

工
夫
で
何
と
か
乗
り
切
っ
た
。
こ

の
中
で
少
人
数
学
級
の
重
要
性
が

改
め
て
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
▼
文

部
科
学
省
も
「
40
人
学
級
の
見
直

し
も
含
む
検
討
を
開
始
」
と
す

る
。
子
ど
も
同
士
の
距
離
を
２
ｍ

空
け
る
と
１
ク
ラ
ス
は
20
人
以
下

と
の
試
算
も
あ
る
。
以
前
か
ら
学

習
援
助
・
生
徒
指
導
・
保
護
者
と

の
連
携
等
の
理
由
で
少
人
数
学
級

は
必
要
と
さ
れ
て
い
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
で
よ
り
鮮
明
に
な
っ
た
。
８

月
27
日
に
は
、
芦
屋
市
議
会
が

〝
少
人
数
学
級
へ
の
前
進
を
求
め

る
意
見
書
〞
を
全
会
一
致
で
採

択
。
運
動
の
貴
重
な
成
果
で
あ
ろ

う
▼
来
年
度
予
算
案
策
定
に
向

け
、
中
央
教
育
審
議
会
は
小
中
学

校
の
少
人
数
学
級
に
言
及
、
政
府

が
進
め
る
学
校
教
育
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
も
懸
念
を
表
明
し
、
文
科
省

も
法
改
正
も
視
野
に
「
少
人
数
指

導
体
制
の
計
画
的
な
整
備
」
を
盛

り
込
ん
だ
▼
と
こ
ろ
が
財
務
省
財

政
制
度
等
審
議
会
の
部
会
は
、
学

級
規
模
の
縮
小
が
学
力
に
与
え
る

効
果
は
「
な
い
か
、
あ
っ
て
も
小

さ
い
」
と
す
る
。
同
省
は
こ
れ
ま

で
も
「
40
人
学
級
に
戻
す
べ
き
」

と
主
張
し
て
い
る
▼
新
政
権
の
ブ

レ
ー
ン
竹
中
平
蔵
氏
の
著
書
『
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
の
「
日
本
改
造
計

画
」』
に
は
〝
定
形
化
で
き
る
も

の
は
全
部
動
画
配
信
に
す
れ
ば
、

教
師
は
同
じ
授
業
を
何
度
も
す
る

必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。
授
業
の

大
半
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
い
、
生

徒
を
束
ね
る
教
師
が
少
数
い
れ
ば

い
い
〞
と
あ
る
。
子
ど
も
の
成
長

を
も
軽
ん
じ
る
〝
新
自
由
主
義
〞

と
い
う
ウ
イ
ル
ス
は
悪
質
だ （
無
）
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研
面
究 ６面保険診療のてびき
見える漢方薬（陰陽五行学説）㊦

グループ保険＋新グループ保険　　　　　　グループ保険＋新グループ保険　　　　　　
休業保障制度＋所得補償保険　医賠責　　　休業保障制度＋所得補償保険　医賠責　　　

秋の共済制度普及秋の共済制度普及
  好評受付中好評受付中４面に案内

オンラインでの全国集会で
多田評議員が発言　　　　

「
健
口
」
の
重
要
性
を
語
る
天
野
先
生

第29回日常診療経験交流会　オンライン併用で100人参加

コロナ禍の診療語り合うコロナ禍の診療語り合う
　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
診
療
で
得
ら
れ
た
経
験
を
伝
え
合
お
う
―
―
。
協
会

は
11
月
１
日
、
日
常
診
療
経
験
交
流
会
を
神
戸
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

で
開
催
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
踏
ま
え
て
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を

用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
を
初
め
て
実
施
し
た
。
情
勢
に
あ
わ
せ
て
メ

イ
ン
テ
ー
マ
は
「
世
界
が
動
き
出
し
た
今
」
と
し
、
会
場
に
は
医
師
、

歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
ス
タ
ッ
フ
ら
55
人
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
40
人
が

参
加
。
分
科
会
で
コ
ロ
ナ
禍
で
の
診
療
の
工
夫
な
ど
の
経
験
を
発
表

し
、
質
疑
応
答
な
ど
で
交
流
を
深
め
た
。

３
分
科
会
で

３
分
科
会
で

多
彩
な
発
表

多
彩
な
発
表

　

今
年
は
分
科
会
を
３
会
場
で
開

催
。
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師

・
看
護
師
ら
が
18
演
題
を
報
告
し

た
。「
当
院
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ
―
19
感
染
症
対
策
」「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

薬
局
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告
」

「
新
型
コ
ロ
ナ
抗
原
定
量
唾
液
検

査
の
経
験
」「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
か
か
り
つ
け
医
の
あ
り
方
」

「
味
覚
・
嗅
覚
障
害
」
な
ど
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連

の
報
告
か
ら
、「
百
歳
を
超
え
た

方
々
」「
予
防
歯
科
医
療
の
必
要

性
」「
嚥
下
障
害
患
者
に
対
す
る

水
を
使
わ
な
い
超
音
波
ス
ケ
ー
ラ

ー
の
使
用
症
例
」
と
い
っ
た
日
常

診
療
に
即
し
た
内
容
ま
で
、
多
岐

に
わ
た
る
報
告
を
行
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
日
常
診
療
か
ら

得
た
そ
れ
ぞ
れ
の
気
づ
き
や
工

夫
、
研
究
に
つ
い
て
、
会
場
や
オ

ン
ラ
イ
ン
か
ら
職
種
を
超
え
て
質

問
が
出
さ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換

が
な
さ
れ
た
。

　

ま
た
当
日
は
、「
薬
局
内
で
の

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
工
夫
」
や
、

鉱
物
展
示
「
兵
庫
県
猪
名
川
町
で

宝
も
の
探
し
」
に
加
え
、
薬
科
部

企
画
と
し
て
、
同
部
の
活
動
に
貢

献
し
た
故
・
結
縁
繁
夫
理
事
の
生

前
の
活
動
を
振
り
返
る
展
示
を
行

っ
た
。

　

今
回
の
日
常
診
療
経
験
交
流
会

で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
例
年
実
施

し
て
い
る
特
別
講
演
な
ど
の
メ
イ

ン
企
画
や
、
救
急
フ
ェ
ス
タ
「
Ｃ

Ｐ
Ｒ
講
習
会
」、
東
日
本
大
震
災

被
災
地
物
品
・
特
産
展
な
ど
は
中

止
と
し
た
。

（
次
号
以
降
に
参
加
者
の
感
想
を

紹
介
予
定
）

　

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
は
第

16
回
歯
科
全
国
交
流
集
会
を
11
月

１
日
に
開
催
。
全
国
か
ら
歯
科
医

師
・
医
師
ら
１
７
３
人
が
参
加
し

た
。
兵
庫
協
会
か
ら
西
山
裕
康
理

事
長
、
加
藤
擁
一
副
理
事
長
ら
12

人
が
出
席
し
た
。

　

歯
科
全
国
交
流
集
会
は
、
直
面

す
る
歯
科
医
療
問
題
に
つ
い
て
全

国
で
討
議
し
よ
う
と
、
２
年
に
１

度
開
催
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
窮
状
に
陥
っ
て
い
る

歯
科
医
療
機
関
の
経
営
を
守
る
こ

と
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
の
歯
科

医
療
費
の
総
枠
拡
大
運
動
を
広
げ

る
た
め
の
課
題
・
対
策
等
を
明
確

に
し
、
推
進
を
図
る
こ
と
が
目
的

で
、
全
国
の
協
会
・
医
会
か
ら
活

発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

討
論
で
は
多
田
和
彦
評
議
員

が
、
緊
急
性
の
な
い
歯
科
治
療
の

延
期
を
指
摘
し
た
厚
労
省
事
務
連

絡
の
撤
回
と
、
保
団
連
は
歯
科
医

療
機
関
を
含
む
全
医
療
機
関
へ
の

前
年
度
診
療
報
酬
支
払
額
に
基
づ

く
概
算
払
い
を
要
求
す
べ
き
と
指

摘
。
ま
た
今
年
度
診
療
報
酬
改
定

は
内
容
周
知
が
不
十
分
で
、
歯
周

基
本
治
療
と
歯
周
外
科
の
関
係
が

不
明
瞭
な
ど
現
場
に
混
乱
を
も
た

ら
し
た
と
し
、
厚
労
省
へ
改
善
を

強
く
求
め
よ
う
と
呼
び
か
け
た
。

　

フ
ロ
ア
か
ら
川
村
雅
之
副
理
事

長
が
「
歯
科
医
療
費
、
ひ
い
て
は

医
療
費
総
枠
拡
大
こ
そ
必
要
」、

坂
口
智
計
評
議
員
が
「
Ｃ
Ａ
Ｄ
／

Ｃ
Ａ
Ｍ
で
の
ブ
リ
ッ
ジ
算
定
を
可

概
算
払
い
の
実
現
を

「
健
口
」で「
コ
ロ
ナ
時
代
」を

乗
り
切
ろ
う

第
16
回
歯
科
全
国
交
流
集
会

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
」
連
絡
会
・
市
民
学
習
会

終
了
後
に
は
歯
科
無
料
健
康
相
談
も

終
了
後
に
は
歯
科
無
料
健
康
相
談
も

　

協
会
・
兵
庫
県
民
主
医
療
機
関
連
合
会
な
ど
で
構
成
す
る
「
保
険
で

よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
」
兵
庫
連
絡
会
は
、
11
月
３
日
、
協
会
会
議
室

で
市
民
学
習
会
「
健
口
と
幸
福
寿
命　

『
コ
ロ
ナ
時
代
』
を
生
き
抜
く

知
恵
」
を
開
催
し
た
。
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
教
授
で
日
本
口

腔
衛
生
学
会
・
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
検
討
本
部
副
本
部
長
の
天
野
敦
雄
先

生
を
講
師
に
、
医
科
・
歯
科
医
療
関
係
者
と
市
民
ら
１
０
０
人
（
来
場

43
人
／
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
視
聴
57
人
）
が
参
加
し
た
。

　

天
野
先
生
は
冒
頭
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
に
関
し
、

「
ワ
ク
チ
ン
開
発
へ
の
過
剰
な
期

待
は
禁
物
で
、
ウ
イ
ル
ス
の
物
理

的
封
じ
込
め
と
、
特
に
自
己
免
疫

力
ア
ッ
プ
が
カ
ギ
と
な
る
」
と

し
、
口
腔
の
健
康
状
態
が
悪
い

定
期
的
な
専
門
的
口
腔

ケ
ア
は
感
染
予
防
の
カ

ギ
」
を
足
立
了
平
副
理

事
長
が
紹
介
。
参
加
者

か
ら
「
口
の
中
と
腸
の

中
を
考
え
な
が
ら
食
生

活
を
考
え
た
い
」（
市

民
）「
感
染
症
予
防
と

歯
周
病
菌
と
の
関
わ
り

や
、
全
身
疾
患
と
歯
周

病
と
の
関
連
な
ど
を
深

く
知
れ
た
」（
歯
科
衛

生
士
学
校
・
学
生
）
な

ど
の
感
想
が
出
さ
れ

た
。

ス
を
保
っ
た
状
態
で
あ
る
「
腸
内

細
菌
叢
」
が
重
要
と
指
摘
。「
腸

内
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
起
こ
る

慢
性
下
痢
や
肥
満
、
動
脈
硬
化
、

免
疫
異
常
な
ど
を
予
防
す
る
に

は
、
腸
内
の
善
玉
菌
を
増
や
す
こ

と
が
課
題
」
と
し
、
食
物
繊
維
や

地
中
海
食
（
魚
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ

ル
、
野
菜
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
等
）
な

ど
善
玉
菌
が
好
む
食
物
繊
維
の
多

い
食
品
の
摂
取
を
推
奨
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
良
い
食
生
活
を
続

け
る
た
め
に
も
、『
健
口
』
が
健

康
と
幸
せ
の
カ
ギ
と
な
る
」
と
し

て
、
虫
歯
や
歯
周
病
に
な
ら
な
い

た
め
の
口
腔
内
ケ
ア
の
方
法
を
具

体
的
に
紹
介
。「
定
期
的
な
歯
科

受
診
と
歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士

と
の
良
好
な
関
係
を
築
い
て
、
豊

か
で
幸
せ
な
人
生
を
」
と
呼
び
か

け
た
。

　

質
疑
で
は
「
口
内
炎
の
で
き
や

す
い
患
者
の
要
因
は
」（
医
師
）、

「
口
腔
内
の
違
和
感
を
訴
え
る
患

者
と
、
亜
鉛
摂
取
の
関
係
は
」

（
医
師
）、「
リ
グ
ロ
ス
（
歯
周
組

織
再
生
療
法
）
の
安
全
性
は
」

（
市
民
）
な
ど
多
彩
な
発
言
が
あ

っ
た
。

　

終
了
後
に
は
、
歯
の
無
料
健
康

相
談
を
実
施
。
２
件
の
相
談
が
あ

り
、
同
会
世
話
人
の
加
藤
擁
一
協

会
副
理
事
長
と
藤
本
貴
士
先
生
が

対
応
し
た
。

　

学
習
会
は
、
冨
澤
洪
基
評
議
員

が
司
会
を
務
め
、
歯
科
受
診
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
「
早
め
の
歯
科
治
療
と

健
口
維
持
で

健
口
維
持
で

免
疫
力
を
高
め
よ
う

免
疫
力
を
高
め
よ
う

三つの分科会に分かれて講演と質疑応答を実施し、オンラインで配信した

市民からの歯の健康相談に協会歯科役員らが対応

能
に
す
べ
き
」
と
発

言
。
最
後
に
歯
科
医
療

機
関
の
減
収
補
填
や
受

診
勧
奨
、
患
者
負
担
の

減
免
を
国
の
責
任
で
早

急
に
行
う
こ
と
な
ど
を

求
め
、
患
者
・
国
民
と

と
も
に
運
動
を
強
め
よ

う
と
の
決
議
を
採
択
し

た
。

と
、
口
腔
機
能
の
み
な
ら
ず
、
呼

吸
器
疾
患
、
心
臓
血
管
疾
患
、
認

知
症
、
抑
う
つ
な
ど
の
疾

患
の
リ
ス
ク
が
有
意
に
高

ま
る
と
解
説
。「
健
口
を

維
持
す
る
こ
と
で
免
疫
力

を
高
め
、
コ
ロ
ナ
時
代
を

乗
り
切
ろ
う
」
と
し
た
。

ま
た
、
腸
内
の
多
様
な
細

菌
群
が
、
一
定
の
バ
ラ
ン
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「医療・介護の負担増中止を求める」「医療・介護の負担増中止を求める」
請願署名にご協力を請願署名にご協力を

ご注文・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

こんな時に負担増？

　政府は75歳以上の高齢者の医療費窓口負
担を１割から２割に引き上げることや、紹
介状なしで大病院を受診する患者の負担の
引き上げ、対象病院の拡大について年内に
制度設計を行い、来年の国会で法案を提出
するとしています。
　新型コロナ禍で患者さんの受診抑制が大
きな問題となっている中、窓口負担増を行
えば受診抑制に拍車をかけ、患者さんの命
と健康を脅かすことになりかねません。

【署名用紙をリニューアル！】
　これまで取り組んできた、医療・介護の
負担増の中止を求める「ストップ！負担増」署名の裏面のデザインをリニュ
ーアルした、新しい署名用紙ができました。私たちは、これまで集めた分と
あわせて、５万筆を目標に請願署名に取り組んでいます。大変お忙しいこと
とは存じますが、ご協力をお願い申します。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
新
署
名
用
紙

　

75
歳
以
上
の
窓
口
負
担
の
２
割
へ
の
引
き
上
げ
や
市
販
品
の
あ

る
薬
の
保
険
外
し
、
介
護
の
利
用
料
引
き
上
げ
な
ど
、
政
府
は
医

療
・
介
護
の
患
者
・
利
用
者
の
負
担
増
を
さ
ら
に
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
。
政
府
が
計
画
す
る
負
担
増
の
内
容
を
シ
リ
ー
ズ
で
解
説

す
る
。

　

菅
義
偉
首
相
は
所
信
表
明
演
説

で
「
団
塊
の
世
代
が
七
十
五
歳
以

上
の
高
齢
者
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
方
針
に
基
づ
い
て
、
高
齢

者
医
療
の
見
直
し
を
進
め
ま
す
」

と
述
べ
た
。
こ
れ
は
75
歳
以
上
の

医
療
費
窓
口
負
担
を
現
在
の
原
則

１
割
か
ら
２
割
へ
と
引
き
上
げ
る

こ
と
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
方
針

は
、
昨
年
12
月
に
安
倍
政
権
下
で

全
世
代
型
社
会
保
障
検
討
会
議
が

ま
と
め
た
「
中
間
報
告
」
に
沿
っ

た
も
の
で
あ
る
。

　

所
信
表
明
演
説
と
前
後
し
て
厚

生
労
働
省
は
年
収
２
４
０
万
円
以

上
３
８
３
万
円
未
満
の
75
歳
以
上

の
窓
口
負
担
を
２
割
に
引
き
上
げ

る
案
を
示
し
た
。
引
き
上
げ
対
象

者
は
約
１
９
０
万
人
に
な
る
。

　

財
政
制
度
等
審
議
会
の
財
政
制

度
分
科
会
で
、
財
務
省
は
「
で
き

る
だ
け
幅
広
い
所
得
層
で
２
割
に

引
き
上
げ
…
」
と
述
べ
て
い
る
。

自
民
党
の
財
政
再
建
推
進
本
部
の

小
委
員
会
で
も
「
低
所
得
者
を
除

く
全
員
を
対
象
と
す
る
べ
き
」
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
健
康
保
険
組

合
連
合
会
や
全
国
健
康
保
険
協

会
、
日
本
経
済
団
体
連
合
会
、
日

本
商
工
会
議
所
、
日
本
労
働
組
合

総
連
合
会
が
政
府
に
提
出
し
た

「
意
見
書
」
で
は
「
低
所
得
者
に

配
慮
し
つ
つ
、
早
急
に
原
則
２
割

と
す
る
方
向
で
見
直
す
べ
き
」
と

し
て
い
る
。
一
方
、
日
本
医
師
会

の
中
川
俊
男
会
長
は
記
者
会
見
で

引
き
上
げ
に
つ
い
て
、「（
対
象

は
）
限
定
的
に
し
か
認
め
ら
れ
な

い
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

政
府
与
党
は
も
と
よ
り
、
経
済

界
も
労
働
界
も
医
師
会
も
、
程
度

の
差
は
あ
る
も
の
の
、
後
期
高
齢

者
の
窓
口
負
担
（
２
割
）
の
引
き

上
げ
方
向
を
支
持
し
て
い
る
。

　

財
務
省
が
引
き
上
げ
の
理
由
と

し
て
い
る
の
は
、
①
「
75
歳
以
上

の
後
期
高
齢
者
…
外
来
で
は
、
１

回
当
た
り
の
患
者
負
担
は
８
０
０

円
弱
で
、
15
〜
64
歳
の
現
役
世
代

（
２
１
０
０
円
）
と
大
き
な
開
き

が
あ
る
」、
②
「
高
齢
者
は
、
現

役
と
比
べ
て
平
均
的
に
所
得
水
準

的
な
評
価
で
あ
る
。

現
役
世
代
よ
り

現
役
世
代
よ
り

負
担
が
軽
い
？

負
担
が
軽
い
？

　

①
の
「
１
回
当
た
り
の
患
者
負

担
は
８
０
０
円
弱
で
、
15
〜
64
歳

の
現
役
世
代
（
２
１
０
０
円
）
と

大
き
な
開
き
が
あ
る
」
と
の
理
由

に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
受
診

一
回
当
た
り
の
患
者
窓
口
負
担
を

比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
実
際
に
は
高
齢
者
は
現
役
世

代
よ
り
も
多
く
の
疾
患
を
抱
え
て

い
る
こ
と
が
多
く
、
必
然
的
に
医

療
機
関
へ
の
受
診
回
数
が
多
い
。

　

そ
の
た
め
、
１
年
間
の
窓
口
負

担
合
計
額
は
、
０
歳
〜
74
歳
ま
で

の
世
代
が
約
５
万
円
で
あ
る
の
に

比
べ
、
75
歳
以
上
は
約
７
万
円
で

あ
る
。
75
歳
以
上
の
窓
口
負
担
を

原
則
２
割
に
す
れ
ば
、
負
担
は
14

万
円
に
も
な
り
、
現
役
世
代
と
の

差
は
さ
ら
に
開
く
こ
と
に
な
る
。

高
齢
者
は
貯
蓄
が
多
い
？

高
齢
者
は
貯
蓄
が
多
い
？

　

②
の
「
高
齢
者
の
貯
蓄
残
高
が

高
い
」
と
い
う
点
に
も
注
意
が
必

要
で
あ
る
。

　

金
融
広
報
中
央
委
員
会
が
調
査

し
た
「
家
計
の
金
融
行
動
に
関
す

る
世
論
調
査
（
２
０
１
９
年
）」

に
よ
れ
ば
、
70
歳
以
上
の
高
齢
者

で
収
入
が
な
い
層
に
お
け
る
金
融

資
産
非
保
有
割
合
は
50
％
、
３
０

０
万
円
未
満
の
層
で
も
37
・
７
％

に
上
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
70
歳

以
上
で
も
一
定
の
収
入
が
あ
る
層

は
貯
蓄
も
あ
る
が
、
収
入
が
低
い

層
で
は
貯
蓄
の
な
い
世
帯
も
多
く

高
齢
世
帯
で
の
格
差
が
大
き
い
こ

と
が
読
み
取
れ
る
。

　

実
際
に
１
世
帯
当
た
り
の
金
融

資
産
の
平
均
値
と
中
央
値
を
比
較

す
る
と
30
代
で
は
平
均
値
が
中
央

値
の
２
・
２
倍
、
40
代
で
１
・
９

倍
、
50
代
で
２
・
０
倍
、
60
代
で

２
・
５
倍
な
の
に
対
し
70
代
以
上

で
は
２
・
９
倍
に
も
な
る
（
図

１
）。
富
裕
な
高
齢
世
帯
の
存
在

に
よ
っ
て
引
き
上
げ
ら
れ
た
貯
蓄

残
高
を
一
般
の
高
齢
世
帯
に
も
当

て
は
め
、
一
括
り
に
高
齢
者
は
貯

蓄
残
高
が
多
く
、
原
則
２
割
へ
と

窓
口
負
担
を
引
き
上
げ
て
も
対
応

で
き
る
能
力
が
あ
る
と
い
う
の
は

間
違
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
内
閣
府
が
行
っ
た
「
高

齢
者
の
生
活
と
意
識
に
関
す
る
国

際
比
較
調
査
（
平
成
27
年
）」

で
、
老
後
の
備
え
と
し
て
の
現
在

の
貯
蓄
や
資
産
の
充
実
度
を
聞
い

た
と
こ
ろ
、
日
本
で
は
57
％
の
高

齢
者
が
「
足
り
な
い
」
と
回
答
し

て
お
り
、「
社
会
保
障
で
基
本
的

な
生
活
は
満
た
さ
れ
る
と
思
う
」

と
の
回
答
は
１
・
３
％
し
か
な
か

っ
た
。
一
方
、
ア
メ
リ
カ
で
も

「
足
り
な
い
」
は
24
・
９
％
、

「
社
会
保
障
で
満
た
さ
れ
る
」
と

の
回
答
は
２
・
７
％
で
あ
り
、
ド

イ
ツ
で
は
18
％
が
「
足
り
な
い
」

と
回
答
し
て
い
る
が
、「
社
会
保

障
で
満
た
さ
れ
る
」
と
の
回
答
は

14
・
３
％
に
上
っ
て
い
る
（
図

２
）。
こ
こ
か
ら
明
ら
か
な
の

は
、
日
本
の
社
会
保
障
が
高
齢
者

に
安
心
を
与
え
て
お
ら
ず
、
貯
蓄

に
頼
ら
な
け
れ
ば
老
後
を
過
ご
せ

な
い
制
度
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
し
て
、
貧
弱
な
社
会
保

障
政
策
に
よ
る
将
来
不
安
に
備
え

て
高
齢
者
が
蓄
え
た
貯
蓄
を
、
政

府
は
社
会
保
障
制
度
の
さ
ら
な
る

改
悪
の
根
拠
と
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
。

　

そ
も
そ
も
、
所
得
格
差
に
応
じ

た
再
分
配
は
保
険
料
や
税
金
で
行

わ
れ
る
べ
き
で
、
社
会
保
障
の
給

付
に
差
を
持
ち
込
む
べ
き
で
は
な

い
。
高
所
得
者
に
応
分
の
負
担
を

求
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で

政
府
が
実
施
し
て
き
た
所
得
税
の

累
進
率
の
緩
和
や
20
％
に
固
定
さ

れ
て
い
る
株
式
等
の
配
当
・
譲
渡

所
得
等
に
か
か
る
税
率
の
見
直
し

こ
そ
行
う
べ
き
で
あ
る
。

現
役
世
代
よ
り

現
役
世
代
よ
り

大
企
業
が
負
担
を

大
企
業
が
負
担
を

　

③
の
「
団
塊
の
世
代
が
後
期
高

齢
者
入
り
す
る
２
０
２
２
年
以

降
、
現
役
世
代
の
保
険
料
負
担
が

ま
す
ま
す
重
く
な
る
」
と
の
理
由

に
つ
い
て
は
、
確
か
に
後
期
高
齢

者
の
医
療
費
財
源
の
一
部
は
現
役

世
代
か
ら
の
「
支
援
金
」
に
よ
っ

て
賄
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は

現
役
世
代
の
各
保
険
者
の
事
業
主

負
担
も
含
ま
れ
て
い
る
。
現
役
世

代
の
負
担
が
重
く
な
る
こ
と
を
問

題
と
す
る
な
ら
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ

禍
に
あ
っ
て
も
３
０
９
兆
円
も
の

内
部
留
保
を
持
つ
大
企
業
（
資
本

金
10
億
円
以
上
）
の
使
用
者
負
担

を
増
や
せ
ば
現
役
世
代
の
負
担
を

増
や
す
必
要
は
な
い
。

　

実
際
に
世
界
で
は
企
業
の
総
賃

金
に
占
め
る
公
的
医
療
保
険
料
の

割
合
は
日
本
で
は
５
％
程
度
で
あ

る
が
、
ド
イ
ツ
は
８
・
３
２
５

％
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
12
・
48

％
、
中
国
で
も
８
〜
10
％
で
あ
る

（
図
３
）。

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
今
こ
そ

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
今
こ
そ

窓
口
負
担
引
き
下
げ
を

窓
口
負
担
引
き
下
げ
を

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
受
診
抑

制
が
今
後
の
国
民
の
健
康
に
と
っ

て
悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
ハ
イ

リ
ス
ク
群
で
あ
る
高
齢
者
の
受
診

抑
制
は
深
刻
で
、
私
た
ち
は
慢
性

疾
患
の
管
理
な
ど
普
段
通
り
の
受

診
を
呼
び
か
け
て
い
る
が
、
医
療

費
窓
口
負
担
が
引
き
上
げ
ら
れ
れ

ば
経
済
的
な
理
由
か
ら
受
診
が
一

層
困
難
に
な
り
か
ね
な
い
。
と
り

わ
け
低
年
金
を
補
う
た
め
に
非
正

規
で
働
く
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
高
齢
者
の
多
く
は
新
型
コ

ロ
ナ
禍
で
職
を
失
っ
て
お
り
、
窓

口
負
担
の
引
き
上
げ
と
い
う
受
診

抑
制
策
に
よ
り
、
早
期
に
十
分
な

医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、

命
や
健
康
を
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

　

そ
も
そ
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で

は
、
世
界
中
で
進
め
ら
れ
て
き
た

新
自
由
主
義
的
政
策
で
脆
弱
と
な

っ
た
医
療
・
社
会
保
障
提
供
体
制

が
問
題
と
な
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

禍
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
ま
で
の
給

付
抑
制
、
財
源
付
け
回
し
策
と
し

て
の
国
民
患
者
負
担
増
を
転
換

し
、
国
民
が
安
心
し
て
医
療
機
関

を
受
診
で
き
る
よ
う
に
窓
口
負
担

の
引
き
下
げ
こ
そ
政
府
が
と
る
べ

き
政
策
で
あ
る
。

政策解説

ストップ！　ストップ！　
　　　負担増　　　負担増

①
「
高
齢
者
の
窓
口
負
担
増
」

①
「
高
齢
者
の
窓
口
負
担
増
」

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
受
診
抑
制

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
受
診
抑
制
にに
拍
車
拍
車

協
会
政
策
部

図１　年代別１世帯当たり金融資産の平均値と中央値

図２　老後の備えとしての現在の貯蓄や資産の充足度

※金融資産非保有世帯を含む
金融広報中央委員会「家計の金融行動に関する世論調査［二人以上世帯調査］」（2019年）より著者作成

図３　社会保険の企業負担割合の国際比較（2015年）

日本 アメリカ ドイツ スウェーデン 中国
医療・出産 ５ 1.45 8.325 12.48 ８～10
（注） 負担割合について、国内においても地域で異なったり、加入が選択性である場合もあるた

め、参考値である。
（出所） Social Security Programs Throughout the World：Europe2015、国泰君安証券研

究、厚生労働省「年金制度の国際比較」、『年金と経済』、中国入力資源社会保障部の公表
規定より作成
ニッセイ基礎研究所　保険研究部 准主任研究員・ヘルスケアリサーチセンター兼任　片山ゆき

（％）

年代 平均値（万円） 中央値（万円）
全体 1,139 419 平均値／中央値
20代 165 71 2.3
30代 529 240 2.2
40代 694 365 1.9
50代 1,194 600 2.0
60代 1,635 650 2.5

70代以上 1,314 460 2.9

資料：内閣府「高齢者の生活と意識に関する国際比較調査」（平成27年）
（注）対象は60歳以上の男女（施設入所者は除く）

社会保障で基本的な生活は満たされているので資産保有の必要性はない
まあ十分だと思う

十分だと思う
わからない

（％）

まったく足りないと思うやや足りないと思う
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日本

アメリカ

ドイツ

スウェーデン 1.74.614.343.729.06.7

1.45.412.633.632.714.3

3.711.813.138.030.82.7

4.322.134.927.0

37.4％

68.8％

57.0％

24.9％

66.3％ 18.0％

72.7％ 18.9％

「十分だと思う」＋「まあ十分だと思う」 「やや足りない」＋「まったく足りない」

10.41.3

は
低
い
一
方
で
、
貯
蓄
現
在

高
は
高
い
」、
③
「
現
役
世

代
の
保
険
料
負
担
が
ま
す
ま

す
重
く
な
る
」
な
ど
で
あ

る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
理
由

は
、
高
齢
者
の
生
活
実
態
を

見
な
い
結
論
あ
り
き
の
一
方
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特別金利キャンペーン実施中特別金利キャンペーン実施中!!
　協会と京都銀行の提携
融資制度は、期間限定の
特別金利キャンペーンを
実施しています。通常よ
り年0.4％優遇金利とな
ります。借り換えも可
能、手数料も通常より優
遇していますので、ぜひ
ご利用ください。 ※1000万円までは原則、担保不要

※歯科は＋0.2%、新長期プライムレート連動
※診療報酬振込口座の社保・国保いずれか片方指定

まずはお気軽にお問い合わせください。☎078－393－1817 融資部まで

京都銀行提携融資制度京都銀行提携融資制度

資金種類 利率 限度額
運転資金 1.075％ ➡ 0.675％ 1000万円

設備資金 1.075％ ➡ 0.675％ １億3000万円

新規開業資金 1.275％ ➡ 0.875％ 6000万円

子弟教育資金 1.275％ ➡ 0.875％ 3000万円

融資部より

2020年11月１日現在

2021年３月末まで!2021年３月末まで!

２０２０年(令和２年)１１月１５日(毎月３回５・15・25日発行)（３） 第１９５８号

協会共済部☎078‒393‒1805

年末･年始に保険医年金で
資金調達される方へ 　　

　

年
末
年
始
に
、
保
険
医
年
金

の
融
資
や
解
約
一
時
金
を
ご
利

用
の
先
生
は
、
お
早
め
に
協
会

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。解

約
一
時
金

　

年
内
に
解
約
一
時
金
が
必
要

な
場
合
は
、
書
類
を
12
月
11
日

（
金
）
必
着
で
お
送
り
く
だ
さ

い
。
な
お
、
年
末
と
年
始
の
２

回
に
分
け
て
解
約
さ
れ
る
と
税

対
策
上
有
利
で
す
。

年
金
融
資

●

年
末
に
資
金
が
必
要
な
場
合

申
込
締
切　

12
月
17
日（
木
）

実
行
日　

12
月
25
日（
金
）

●

年
始
に
必
要
な
場
合

申
込
締
切　

12
月
24
日（
木
）

実
行
日　

１
月
８
日（
金
）

　神戸製鋼所の石炭火力発電所増設計画の環境アセスメント（環境影響評
価）の手続きで、環境省と経済産業省が事前折衝を行い、経産省の求めに応
じて、環境省が環境への影響についての内容を修正したことを受け、協会は
10月28日、森岡芳雄環境・公害対策部長名で抗議声明を発出し、経産省・環
境省など関係機関に送付した。以下に抗議声明の全文を掲載する。

 2020年10月28日
 兵庫県保険医協会
 環境・公害対策部長　森岡芳雄

神戸製鋼石炭火力発電所増設計画アセスメントでの
環境省・経産省の不適切な事前折衝に抗議する

　神戸製鋼所が神戸市灘区で進める石炭火力発電所増設計画について、環
境アセスメント（環境影響評価）の手続きの中で、環境大臣意見案を事前
に経産省が確認し、修正を求めていたことが明らかになった。
　神戸新聞の報道によると、神戸製鋼の作成した配慮書に対し、環境大臣
意見には当初、石炭火発が天然ガス火発と比較して二酸化炭素を「年間
380万トン以上多く排出する」、「（二酸化炭素排出削減の）環境保全措置が
満たされない場合は発電所設置を認めることができない」との記載があっ
たが、経産省が修正を求め、環境省が応じたという。他にも、神戸製鋼が
高炉を廃止した分の大気汚染物質の減少分について、石炭火発増設で排出
量を増加させ、「減少分を反故にしないよう」と求めた記述も削除された
など、環境保全のため不可欠と考えられる意見が削除されたことが明らか
となっている。
　環境アセスメントの手続きを定める環境影響評価法では、環境大臣は、
環境の保全の見地からの意見を担当大臣（経済産業大臣）に述べ、担当大
臣はこれを勘案することが定められている。担当省庁が事前に環境大臣意
見案に修正を求めることなどもってのほかであり、環境省が事前協議に応
じることは、環境アセスメント法の完全否定である。今回、アセスメント
手続きが適正に行われなかったことは明白であり、決して、容認できるも
のではない。
　われわれは命と健康を守る医師・歯科医師として、健康被害の発生や地
球温暖化の観点から本計画推進には問題があると懸念を表明してきた。
CO２の排出量が多い石炭火力発電所は、新増設を認めず撤退するのが、パ
リ協定の実現をめざす世界的な流れである。
　本計画の環境アセスメントには元から大気汚染の評価が不十分であるな
ど、問題点が数多く指摘されており、経産省には本件のアセスメントで事
業を適切とした意見書を取り下げ、住民の健康と環境を守る観点から改め
てアセスメントをやり直すことを強く求める。環境省には、現在稼働中の
コベルコパワー神戸発電所を含め、これまでに実施されたすべての環境ア
セスメントが適正に行われていたかを再調査し、調査結果を公表するよう
に求める。また、神戸製鋼には、不適切な環境アセスメントにより認可さ
れた本計画を即刻中止するよう求める。

抗議声明抗議声明

歯科保険請求
119

政策研究会
歯科保険診療の歴史から学ぶ

－医科・歯科一体で、保険でより良い歯科医療の実現を－

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで

日　時　12月12日（土）16時～17時30分　　会　場　協会５階会議室
講　師　全国保険医団体連合会副会長・歯科代表　宇佐美　宏先生

　新型コロナウイルス感染拡大のもと、国の誤ったアナウンスにより歯
科受診の自粛が起き、今もなお続く歯科治療の中断は患者さん、そして
歯科医療現場に深刻な問題をもたらしています。
　宇佐美先生には、1950年代から現在までの歯科診療報酬の歴史を紐解
き、医科・歯科分断政策をはじめ、自費診療で経営を補完させる「トー
タルバランス論」、施設基準を設けての長期維持管理路線の押しつけな
ど、今日まで続く歯科医療政策がいかに抑制的、制限的なものであった
かを、医科の先生にも分かりやすく具体的にお話しいただきます。

〈口腔内装置〉
Ｑ１　口腔内装置の調整に際して
は、「○○装置フテキ」。修理に際し
ては、「○○装置ハソンまたはハセ
ツ」の病名で良いか。
Ａ１　良いです。
Ｑ２　気管内挿管時の歯の保護等を
目的とした口腔内装置について、病
院から上下での製作を依頼された場
合の算定は？
Ａ２　病名欄は「気管内挿管時の口
腔内装置必要状態」と記載します。
「ト」として、製作方法によらず１
装着につき、装着（装着料含）680

点と印象42点を算定します。レセプ
ト摘要欄には手術予定日と医療機関
名を記載します。気管挿管の際に上
顎前歯部を保護する目的で上顎部分
のみ製作するのが一般的です。
　口腔内装置は「１装置につき」と
なっていますが、どの目的で製作し
た場合も上顎と下顎製作した場合、
×１の請求となりますのでご注意く
ださい。この場合、点数が低く赤字
となるのは不合理で、協会は改善を
求めています。

◆『個別指導（歯科）における主な指摘事項』より抜粋⑧◆
※ 近畿厚生局HPに令和元年度分が
掲載されていますのでご確認くだ
さい。

《投薬》
１．医薬品医療機器等法の承認事項
（適応（効能・効果）、用法（用法
・用量））からみて、次の不適切な
投薬が認められたので改めること。
①適応外（セルベックスカプセル 
50mg、ネオステリングリーンうが
い液 0.2％、レバミピド錠 100mg
「DK」、アフタゾロン口腔用軟膏 
0.1％、ケナログ口腔用軟膏 0.1％）
②用法外（ジスロマック錠 250mg）
③過剰投与（ヒノポロン口腔用軟膏
５g）
④長期漫然投与（ゾビラックス軟膏 
５％）
２．医師が処方すべき薬剤を歯科医
師が処方している不適切な例が認め
られたので改めること。
３．診療録に記載すべき内容（用
法、用量、服用回数または投与日
数）について、記載の不十分な例が
認められたので、適切に記載するこ

と。
４．患者の服薬状況および薬剤服用
歴を確認せずに投薬している例が認
められたので改めること。
５．処置内容、症状等にかかわら
ず、画一的な投薬をしている例が認
められたので、病名、症状または経
過等を考慮のうえ、投与薬剤、投与
日数、投与量または投与方法をその
都度決定すること。
６．投薬を行うに当たっては、医薬
品医療機器等法の承認事項に加え、
薬剤の重要な基本的注意事項を考慮
し、個々の症例に応じて適切に行う
こと。
７．投薬を行うに当たっては、後発
医薬品の使用を考慮するとともに、
患者に後発医薬品を選択する機会を
提供すること等、患者が後発医薬品
を選択しやすくするための対応に努
めること。
８．抗生剤の長期投与が認められた
が、同一の抗生剤をみだりに反復し
て投与せず、症状の経過に応じて投
薬内容を変更する等について考慮す
ること。

医科の先生も
医科の先生も歓迎！歓迎！
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感 想 文

　

日
々
の
診
療
を
行
い
つ
つ
、
慰

労
金
や
感
染
防
止
支
援
事
業
の
申

請
に
困
難
を
感
じ
て
い
た
折
、
協

会
か
ら
、
制
度
利
用
に
つ
い
て
解

説
す
る
講
演
会
の
案
内
Ｆ
Ａ
Ｘ
が

届
い
た
の
で
、
大
変
あ
り
が
た
く

思
い
、
受
講
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

受
講
前
は
ほ
と
ん
ど
何
の
予
備

知
識
も
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
講

師
の
松
田
力
先
生
が
、
分
か
り
や

す
く
ま
と
ま
っ
た
資
料
を
用
意
し

て
く
だ
さ
り
、
実
に
ポ
イ
ン
ト
を

押
さ
え
た
講
義
で
し
た
。
さ
ら

に
、
誰
で
も
す
ぐ
に
申
請
が
で
き

る
よ
う
に
と
、
実
際
の
申
請
書
類

の
パ
ソ
コ
ン
画
面
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク

　

加
害
者
家
族
、
被
害
者
家
族

の
心
情
の
両
面
を
描
い
た
サ
ス

ペ
ン
ス
映
画
「
望
み
」
を
紹
介

し
ま
す
。
一
級
建
築
士
の
石
川

一
登
（
堤
真
一
さ
ん
）
と
編
集

者
で
校
正
を
在
宅
勤
務
で
す
る

妻
・
貴
代
美
（
石
田
ゆ
り
子
さ

ん
）、
高
校
生
の
息
子
・
規
士

士
は
、
怪
我
で
サ
ッ
カ
ー
部
を

退
部
以
降
、
無
断
外
泊
が
多
く

な
り
ま
す
。
あ
る
時
、
家
を
出

た
ま
ま
帰
宅
し
な
い
な
か
、
や

が
て
規
士
の
同
級
生
が
殺
害
さ

れ
、
行
方
不
明
が
３
人
い
る
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
ま
す
。

規
士
が
容
疑
者
と
し
て
世
間
か

ら
見
な
さ
れ
、
父
親
一
登
は
、

自
分
の
仕
事
や
家
族
の
こ
と
を

考
え
、
例
え
規
士
が
死
亡
し
て

い
て
も
、
被
害
者
で
あ
る
こ
と

を
望
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
母
・

貴
代
美
は
、
加
害
者
で
も
規
士

の
生
存
を
切
望
し
ま
す
。
兄
を

慕
い
つ
つ
、
自
分
の
将
来
を
見

つ
め
る
妹
・
雅
の
内
心
も
複
雑

で
す
。
捜
査
が
進
む
中
、
家
族

を
追
い
回
す
マ
ス
コ
ミ
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
。

　

ど
の
家
族
に
も
起
こ
り
か
ね

な
い
リ
ア
ル
さ
。
出
演
４
人
の

演
技
が
見
事
で
す
。
中
で
も
、

息
子
の
無
罪
を
信
じ
、
悪
戦
苦

闘
す
る
堤
真
一
さ
ん
、
わ
が
子

の
生
存
を
祈
る
石
田
ゆ
り
子
さ

ん
の
演
技
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

　

加
害
者
家
族
の
人
権
、
被
害

者
家
族
の
人
権
も
考
え
さ
せ
ら

れ
る
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
と
も
映
画
館
の
大
ス

ク
リ
ー
ン
で
、
４
人
の
熱
演
を

ご
覧
に
な
っ
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
？　

加
害
者
で
も
被
害

者
で
も
、
そ
し
て
そ
の
家
族
の

心
情
に
は
、
深
く
考
え
さ
せ
ら

れ
る
作
品
で
す
。

 

【
赤
穂
郡　

白
岩
歯
科
医
院
】

感想文①
　

北
摂
・
丹
波
支
部
は
９
月
26
日
、
三
田
市
・
総
合
福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー
で
第
32
回
支
部
総
会
を
開
催
。
退
任
す
る
森
下
順
彦
支
部
長
に

代
わ
り
、
中
西
透
先
生
を
新
支
部
長
に
選
出
し
た
。
記
念
講
演
で

は
、
松
田
力
税
理
士
・
社
会
保
険
労
務
士
が
「
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
経

営
支
援
制
度
研
究
会
〜
『
慰
労
金
』『
感
染
拡
大
防
止
等
支
援
事

業
』
等
、
申
請
の
や
り
方
の
ポ
イ
ン
ト
〜
」
と
題
し
て
講
演
。
12
人

が
参
加
し
た
。
安
井
不
二
男
先
生
、
安
部
治
郎
先
生
の
感
想
を
紹
介

す
る
。

北
摂
・
丹
波
支
部　

第

北
摂
・
丹
波
支
部　

第
3232
回
支
部
総
会
記
念
講
演

回
支
部
総
会
記
念
講
演

慰
労
金
申
請
に

役
立
つ
内
容

望　

み

白岩一心

134

Ⓒ
２
０
２
０
「
望
み
」
製
作
委
員
会

タ
ー
に
映
し
、
一
つ
ひ
と
つ
具
体

的
に
書
き
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
の
で
、
私
で
も
十
分
に
理

解
で
き
、
受
講
し
て
良
か
っ
た
、

助
か
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
当

診
療
所
の
よ
う
な
、
直
接
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
診
療
を

行
っ
て
い
な
い
医
療
機
関
で
も
、

感
染
に
対
す
る
患
者
様
の
不
安
が

と
て
も
大
き
い
た
め
、
そ
の
対
応

で
職
員
も
か
な
り
疲
れ
て
い
ま

す
。
申
請
方
法
が
理
解
で
き
た
の

で
、
次
は
患
者
様
が
安
心
し
て
診

察
が
受
け
ら
れ
、
職
員
が
安
心
し

き
な
変
化
が
続
き
、
コ
ロ
ナ
前
の

社
会
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
世
界

に
な
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
日
本
で
、
お

金
も
地
位
も
男
女
も
関
係
な
く
、

大
き
な
影
響
を
与
え
続
け
て
い
ま

す
が
、
コ
ロ
ナ
後
の
世
界
が
、
格

て
勤
務
で
き
る
よ
う

に
、
大
切
な
支
援
金
の

使
途
を
考
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
襲
来
は
、
た
っ
た

半
年
で
世
界
中
の
生
活

を
激
変
さ
せ
ま
し
た
。

さ
ら
に
こ
れ
か
ら
も
大

松田税理士（上）が申請方法を解説。
12人が学習した（下）　　　　　　　

つ
か
の
支
援
制
度
を
打
ち
出
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
今
回
北
摂

・
丹
波
支
部
で
支
援
制
度
の
申
請

の
仕
方
に
つ
い
て
の
研
究
会
が
開

催
さ
れ
た
。

　

ま
ず
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
従
事
者
慰
労
金
交
付
事

業
に
つ
い
て
の
説
明
を
う
か
が

う
。
当
院
は
整
形
外
科
な
の
で
関

係
な
い
の
か
と
思
っ
て
い
た
が
、

無
症
状
の
感
染
者
も
い
る
か
ら
で

あ
ろ
う
、
他
疾
患
を
診
療
す
る
医

療
機
関
で
も
資
格
が
あ
る
こ
と
、

ま
た
患
者
さ
ん
の
対
応
を
少
し
で

も
す
る
職
員
で
あ
れ
ば
、
資
格
や

職
種
、
雇
用
形
態
等
に
よ
る
限
定

が
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
な
ん

と
当
院
も
申
請
資
格
が
あ
る
こ
と

が
判
明
！　

職
員
に
責
め
ら
れ
な

い
よ
う
が
ん
ば
っ
て
勉
強
し
な
け

れ
ば
。

　

さ
あ
こ
れ
か
ら
が
問
題
だ
。
携

帯
電
話
も
使
い
こ
な
せ
な
い
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
も
慣
れ
て
い
な

い
私
で
あ
る
。
大
変
な
こ
と
だ
。

　

で
き
る
人
に
と
っ
て
は
、
松
田

力
先
生
の
懇
切
丁
寧
な
勉
強
会
が

進
む
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
駆
使

し
て
、
立
て
板
に
水
の
ご
と
く
、

解
説
が
進
ん
で
い
く
。
一
方
の
私

と
言
え
ば
、「
横
板
に
鳥
餅
」
の

よ
う
に
つ
い
て
い
く
の
が
や
っ
と

で
あ
る
。

　

講
演
終
了
後
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
接
続
。
松
田
先
生
の
レ
ジ

メ
を
見
な
が
ら
、
講
義
の
内
容
を

思
い
出
し
つ
つ
挑
戦
し
た
が
、
時

間
切
れ
で
一
時
待
機
。
受
付
が
再

開
す
る
10
月
15
日
以
降
に
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
だ
が
、
原
則
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
申
請
と
い
う
の
は
、
慣
れ
て

い
な
い
人
に
と
っ
て
は
不
親
切
な

も
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、「
知
っ
て
お
け
ば

得
」
と
い
う
情
報
を
提
供
し
て
く

だ
さ
っ
た
松
田
先
生
に
感
謝
申
し

上
げ
た
い
。

 

【
三
田
市　

安
部　

治
郎
】

　

北
阪
神
支
部
は
10
月
17
日
、
第

35
回
支
部
総
会
を
伊
丹
シ
テ
ィ
ホ

テ
ル
で
開
催
。
２
０
１
９
年
度
の

会
務
報
告
と
２
０
２
０
年
度
の
活

動
方
針
を
確
認
し
た
。
記
念
講
演

で
は
、
大
阪
大
学
大
学
院
医
学
系

研
究
科
・
病
理
学
教
授
の
仲
野
徹

先
生
が
「
こ
わ
い
も
の
知
ら
ず
の

病
理
学
講
義
〜
が
ん
は
『
運
』
で

あ
る
〜
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
、

会
員
医
師
ら
28
名
が
参
加
し
た
。

脇
野
耕
一
先
生
の
感
想
を
紹
介
す

る
。

　

仲
野
徹
先
生
の
講
演
で
は
、
19

世
紀
に
「
病
気
の
成
り
立
ち
の
基

本
は
体
液
で
は
な
く
細
胞
病
理
学

で
あ
る
」
と
天
才
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ

が
提
唱
し
て
以
来
の
、
今
日
の
病

理
学
総
論
の
一
端
に
つ
い
て
教
授

し
て
い
た
だ
い
た
。

　

日
本
で
の
死
因
の
一
位
で
あ
る

感想文②

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に

苦
戦

が
ん
リ
ス
ク
低
下
へ

病
理
学
の
点
か
ら
解
説

員員 稿稿
会 投

　

１
６
２
０
年
に
信
仰
の
自
由
を

求
め
て
、
絶
対
王
制
下
の
イ
ギ
リ

ス
か
ら
清
教
徒
を
含
む
１
０
２
人

が
、
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
号
に
乗
っ
て

今
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
プ
リ

マ
ス
に
上
陸
し
た
。
こ
れ
が
米
国

の
神
話
的
な
歴
史
の
始
ま
り
だ
。

当
時
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
大
阪

府
歯
科
保
険
医
協
会
の
永
田
悦
夫

先
生
が
、
そ
の
ご
著
書
『
新
ア
メ

リ
カ
物
語
』
で
、「
今
も
昔
も
ア

メ
リ
カ
は
自
由
・
平
等
に
値
し
な

い
国
家
だ
」
と
し
て
、
黒
人
や
イ

ン
デ
ィ
ア
ン
や
下
層
白
人
の
視
点

か
ら
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
て
現
代
の
米
国
は
人
口
が
３

億
を
超
え
る
移
民
の
国
か
つ
広
大

な
50
州
に
よ
る
合
衆
国
だ
が
、
日

本
人
が
最
も
理
解
が
困
難
な
の

は
、
米
国
が
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト

教
原
理
主
義
の
国
で
、
現
在
で
も

教
会
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
国
民
が
、

過
半
数
以
上
だ
と
い
う
こ
と
だ
。

そ
し
て
政
府
の
政
策
に
は
、
教
会

の
思
想
が
大
き
く
反
映
し
て
い

る
。
特
に
米
国
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
は
政
府
が
社
会
福
祉
を
す
る
の

を
嫌
が
る
と
い
う
。

　

政
府
は
罪
深
い
人
間
の
集
ま
り

で
、
税
金
を
取
る
う
え
に
法
人
だ

か
ら
魂
が
な
い
。
そ
ん
な
神
以
外

の
政
府
に
国
民
が
依
存
す
る
の
は

許
せ
な
い
。
だ
か
ら
「
小
さ
な
政

府
で
よ
い
」
と
い
う
新
自
由
主
義

と
の
相
性
が
良
い
の
だ
。
一
方
、

個
人
が
教
会
に
寄
付
を
す
る
の
は

神
の
命
令
だ
。
そ
し
て
財
団
が
社

会
福
祉
事
業
を
や
る
。
そ
れ
は
神

の
意
志
だ
か
ら
信
者
は
あ
り
が
た

く
、
神
の
御
加
護
を
受
け
る
こ
と

が
許
さ
れ
る
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教

的
解
釈
が
成
り
立
つ
の
だ
。
こ
の

よ
う
な
思
考
回
路
の
人
が
過
半
数

程
度
い
る
と
い
う
の
だ
。

　

つ
ま
り
宗
教
・
政
治
的
な
基
本

構
図
の
概
要
は
、
①
キ
リ
ス
ト
教

福
音
派
「
保
守
派
」、
②
キ
リ
ス

ト
教
穏
健
派
「
主
流
派
」、
③
進

歩
主
義
「
革
新
派
」
で
、
こ
の
３

派
が
確
執
し
て
い
る
と
い
う
。
単

純
化
す
れ
ば
①
＋
②
だ
と
共
和
党

が
優
勢
、
②
＋
③
だ
と
民
主
党
が

優
勢
に
な
る
と
い
う
。

　

米
国
の
宗
教
人
口
は
、
カ
ト
リ

ッ
ク
22
％
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
50

％
、
無
宗
教
15
％
だ
が
、
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
は
教
派
が
た
く
さ
ん
あ

っ
て
お
互
い
に
仲
が
悪
い
の
で
、

と
り
あ
え
ず
教
会
の
こ
と
は
棚
上

げ
し
て
、
政
府
や
軍
隊
、
会
社
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
等
を
創
っ
て
い
る
。

こ
の
手
法
を
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム

「
実
用
主
義
」
と
呼
ん
で
い
る
よ

う
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
人
々
が
②

と
な
る
。
こ
の
中
に
は
民
間
保
険

会
社
と
の
契
約
理
念
も
含
ま
れ

る
。
さ
ら
に
③
で
は
宗
教
な
ん
て

も
う
古
い
と
い
う
、
ポ
ス
ト
モ
ダ

ン
も
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
も
あ
り
で
、

禅
や
ヨ
ガ
も
面
白
そ
う
だ
と
い
う

人
々
だ
。
中
に
は
民
主
社
会
主
義

者
も
お
り
、「
大
き
な
政
府
」
支

持
で
国
民
皆
保
険
や
公
立
大
学
無

償
化
を
提
案
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
相
反
す
る
①
、
②
、
③
の
力

関
係
で
、
米
国
の
社
会
福
祉
政
策

も
大
き
く
変
わ
る
よ
う
で
あ
る
。

米
国
と
社
会
福
祉

西
区
・
歯
科　
　

柏
木　

一
英

（
岡
田
健
史
さ

ん
）、
中
学
生

の
妹
・
雅
（
清

原
果
那
さ
ん
）

の
家
族
の
人
間

模
様
が
見
ど
こ

ろ
で
す
。

　

平
和
な
家
族

に
突
然
暗
雲
が

漂
い
ま
す
。
規

北
阪
神
支
部　

第

北
阪
神
支
部　

第
3535
回
支
部
総
会
記
念
講
演

回
支
部
総
会
記
念
講
演

が
ん
は
、
遺
伝
子
変
異
に
起
因

し
、
進
化
に
よ
っ
て
多
様
性
を
獲

得
す
る
。
仲
野
先
生
は
、
分
子
標

的
療
法
で
あ
る
慢
性
骨
髄
性
白
血

病
に
対
す
る
イ
マ
ニ
チ
ブ
や
、
浸

潤
性
乳
が
ん
に
対
す
る
ハ
ー
セ
プ

チ
ン
の
各
作
用
点
、
ま
た
免
疫
療

法
の
進
歩
の
例
と
し
て
恩
師
・
本

庶
佑
先
生
の
オ
プ
ジ
ー
ボ
を
紹

介
。
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
・
が
ん
遺

伝
子
パ
ネ
ル
検
査
・
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム

の
解
析
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

新
薬
価
格
の
基
準
は
、
先
行
薬
の

価
格
で
あ
り
、「
１
Ｑ
Ａ
Ｌ
Ｙ

（
ク
ォ
ー
リ
ー
）
＝
完
全
に
健
康

な
１
年
、
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
（
ア
イ
サ

ー
）
＝
１
Ｑ
Ａ
Ｌ
Ｙ
獲
得
す
る
た

め
に
必
要
な
コ
ス
ト
」
と
い
う
概

念
が
計
算
の
も
と
に
あ
る
と
さ
れ

た
。

　

ま
た
、
予
防
法
と
し
て
肺
が
ん

「がんは運である」と語る仲野先生の
講演に28人が参加　　　　　　　　　

と
副
反
応
を
巡
る
国
家
賠
償
訴
訟

で
は
「
副
反
応
が
出
る
こ
と
を
予

見
せ
ず
に
積
極
的
勧
奨
し
た
」
こ

と
が
争
点
で
あ
り
、
原
告
勝
訴
と

な
れ
ば
ま
た
冷
や
水
を
浴
び
せ
ら

れ
る
と
述
懐
さ
れ
た
こ
と
が
印
象

的
で
あ
っ
た
。

 

【
宝
塚
市　

脇
野　

耕
一
】

（
タ
バ
コ
を
や
め
る
）、
皮

膚
が
ん
（
紫
外
線
を
避
け

る
）、
胃
が
ん
（
ピ
ロ
リ
菌

の
除
菌
）、
肝
臓
が
ん
（
Ｂ

型
、
Ｃ
型
肝
炎
の
治
療
）、

子
宮
頸
が
ん
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
）
を
紹
介
。

「
五
つ
の
健
康
習
慣
（
禁
煙

・
節
酒
・
身
体
を
動
か
す
・

適
正
体
重
の
維
持
・
食
生
活

を
見
直
す
）」
で
が
ん
に
な

る
リ
ス
ク
は
男
女
と
も
４
割

前
後
低
下
す
る
こ
と
、
ま
た

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

日
本
の
接
種
率
が
低
い
こ
と

差
が
広
が
る
ば
か
り
の
世
界
か

ら
、
平
和
で
平
等
な
新
し
い
世
界

へ
と
変
わ
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、

支
援
金
を
役
立
た
せ
て
い
か
な
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

【
丹
波
市　

安
井
不
二
男
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
、
み
な
に
苦
し
い
状
況
を
も
た

ら
し
て
い
る
中
、
兵
庫
県
も
い
く
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－731－
東大阪市・小阪医院　　曹　　桂植先生講演

見える漢方薬（陰陽五行学説）（下）
―新型コロナウイルスの発熱外来の３例―

図５　五虎湯証（病態）と生薬の作用形態 図６　神秘湯証（病態）と生薬の作用形態

図７　大防風湯証（病態）と生薬の作用形態

（前号からのつづき）

新型コロナウイルス流行期の
発熱外来の３例
　新型コロナウイルス流行期に発熱
を来した患者を３例経験した。緊急
事態宣言は2020年４月７日より５月
25日まで続いた。患者は発熱を来す
と、保健所に電話連絡して、自宅待
機し、症状を自己管理（発熱37.5℃
以上、４日間、治療せず放置）し
て、症状の経過によって、PCR検
査、入院が指示された。自宅待機中
の治療は一切、行われていない。そ
こで、患者の自宅待機中に漢方薬を
投与して、少しでも症状の緩解が得
られるように試みた。

症例提示
《症例１　O.T.　67歳、女性》
５月18日　昼頃より発熱（38.3℃）
肩こり、頭痛、全身倦怠感をみる。
夜間診察中にTEL連絡あり、保健所
の電話番号を教えて、漢方薬を服用
するように伝え、家族に薬を取りに
来させる。
五虎湯7.5gr＋大防風湯10.5gr、食
前、３回／日、当日は３時間空けて
２回服用した。
夜中に発汗をみる。
５月19日　朝　解熱（36.2℃）し、
体の症状も軽快し、気分が良いとの
こと。
薬は朝、昼の服用後、廃薬とした。
その後、発熱は見られず、元気であ
る（TELにて確認）。
《症例２　N.J.　47歳、男性》
５月21日　朝より咽頭痛、悪寒発熱
（38.2℃）がみられた。12時すぎに
来院させ、完全防御のうえ、診察し
た。保健所に電話するように伝え
て、五虎湯7.5gr＋大防風湯10.5gr、
食前、３回／日を投与して、自宅待
機を説明した。
夜には、発汗（微似汗）をみてい
る。
５月22日　体温37.5℃、悪寒発熱は
軽快し、体は楽になった。食欲も良
好で、仕事は休んでいる（TELにて
確認）。
５月23日　体温は平熱に下がってお
り、体も正常に戻ったとの連絡あ
り。投薬は当日、１日服薬して廃薬
とした。
以後、発熱はみられていない。
《症例３　Y.C.　91歳、女性》
８月20日　昼頃、発熱（38.4℃）、
全身倦怠感、寒気がみられた。夕方
に息子さんより、電話あり。保健所
に電話するように伝えて、神秘湯
6.0gr＋大防風湯10.5gr、食前、３回
／日、（５日分）を家族に取りに来
させた。当日は３時間あけて２回服
用させた。夜に発汗がみられ、翌朝
には解熱し、気分もよくなった。投
薬は５日間、服用させた。以後、発
熱はみられていない。

考察
　新型コロナウイルスは一般的な風
邪やインフルエンザと同様の感冒症

状を呈する。しかし、この新型コロ
ナウイルスは表層の口、鼻、目の粘
膜から感染すると、早期に肺へ侵入
して肺炎の症状を呈する。さらに、
持病を持っている患者は侵襲のスピ
ードが速く、重症化してDICから多
臓器不全に至って、死亡する症例も
みられる（例：28歳、相撲取り）。
　漢方薬治療は、昔から命を脅かす
病気として風邪が存在し、その治療
のため長い戦いの歴史が存在してい
る。そして、1800年前には風邪治療
の集大成の専門書として“傷寒雑病
学”が出版されている。風邪に対す
る漢方薬治療の基本は、体の内から
表層に向かって不足している免疫力
（衛気＝漿液性免疫）を運び出し
て、外邪（ウイルス、風寒邪、細
菌）と戦い病因を取り除くことにあ
る。治療の目的は免疫機能を最大限
に引き出して、人体が持つ自然治癒
力を発揮させることである。
　新型コロナウイルスの病態は肺気
不調、表層衛気不足である。外邪に
よって表層は冷え、皮膚の汗孔が閉
塞すると、無汗、頭痛、頸肩部痛、
関節痛がみられる。また、皮膚の冷
えによって悪寒や発熱が出現する。
肺へ進むと咳や痰、呼吸困難がみら
れる。
　以上の症状に対する治療方法は表
層での十分な衛気（含陽気）を充実
させて、皮膚を温め、頭、頸肩部の
汗孔、 理を開いて“微似汗”を出
させ、体温を調節、解熱させて、肺
気不調を調節し、外邪を排除するこ
とである。東洋医学的治療は表層に
十分な衛気を充足させるために葛根
湯、麻黄湯、小青竜湯、麻杏甘石
湯、桂枝湯等（112処方）の処方が
準備されている。
　今回の新型コロナウイルスは表層
から肺に侵入して肺気不調（呼吸障
害）を合併しやすいため五虎湯（麻
杏甘石湯、神秘湯）を使用し、さら
に体の陽気（免疫力）を高めるため
大防風湯を合方して投与した。３症
例は新型コロナウイルスの感染は不
明だが、投薬によって、早期に感冒
症状が軽快し、治癒した。
　五虎湯の薬効は清肺熱、止咳平喘
である。五虎湯は麻杏甘石湯に桑白
皮を加えた処方である。麻黄、杏仁
によって肺気不調を改善し、肺の熱
や痰飲は石膏、杏仁によって取り除
き、さらに、桑白皮により瀉肺平
喘、利水消腫する（図５）。

　神秘湯は五虎湯や麻杏甘石湯の作
用に加えて、肝（柴胡）の発揚作用
が加わり、表層への衛気、津液の巡
りが増強される（図６）。
　大防風湯の薬効は祛風湿、散寒、
補気血、益腎肝である。地黄、杜
仲、附子、人参、白朮、黄耆は腎、
脾の陽気を高める。また、白朮、防
風、羌活は表層、四肢の風湿を除
き、止痛に働く。人参、白朮、甘
草、大棗は補気健脾に、当帰、川
芎、芍薬、地黄は補血活血、行気止
痛、滋腎益精に働く（図７）。

五虎湯、神秘湯、大防風湯の可視化について
　処方生薬は生薬の帰経に従って表
裏五臓循環図に記入した。生薬の温
性、寒性を色で示している。矢印は
上行性、下降性を示しており、麻
黄、杏仁、桑白皮は肺の巡りの改善
を図って、止咳平喘に作用してい
る。表層への点線は麻黄、黄耆、防
風、羌活の上昇発散作用を示し、表
層での祛風寒湿に働く。人参、白
朮、黄耆、杜仲、地黄、附子により
脾腎の陽気は高まり、表層の陽気
（免疫力）が増強される。腎脾肺の
機能は五虎湯や大防風湯により高め
られ、表層に衛気、津液が増強さ
れ、表層の免疫力が高まる。神秘湯
はさらに肝の発揚作用高めて五臓の
巡りを強化する。
　生薬の順番は生薬の帰経の臓腑に
従って脾胃、肝、肺、心、腎の順と
し、大棗、甘草は最後尾に配置した
（図５、６、７）。
　“微似汗”：傷寒論には感冒の治
療目標として定めている。表層の皮
膚に十分な衛気（陽気）、津液が満
たされた時にみられる症状である。
（10月10日、薬科部漢方研究会よ
り、終わり）
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“五虎湯”
①麻黄◎ 4.0
②石膏○　10.0
③杏仁 4.0
④桑白皮 3.0
⑤甘草 2.0

“神秘湯”
①蘇葉　　1.5
②厚朴　　3.0
③柴胡　　2.0
④麻黄◎　5.0
⑤杏仁○　4.0
⑥陳皮　　2.5
⑦甘草　　2.0

“大防風湯”
①人参　1.5
②乾姜　1.0
③白朮　3.0
④黄耆　3.0
⑤防風　3.0
⑥羌活　1.5
⑦川芎　2.0
⑧当帰　3.0

⑨芍薬　3.0
⑩牛膝　1.5
⑪杜仲　3.0
⑫地黄　3.0
⑬附子　1.0
⑭大棗　1.5
⑮甘草　1.5

（凡例）

：温性

：寒性
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11月19日　 ストップ！患者負担増
11月26日　 新型コロナ検査の精

度（仮）

「医療知ろう！」「医療知ろう！」
放送中!!放送中!!

ラジオ関西番組出演ラジオ関西番組出演
毎週木曜19時25分頃～毎週木曜19時25分頃～

AM558kHz／1395kHz（但馬）

FM91.1MHz

パーソナリティパーソナリティ
寺谷 一紀寺谷 一紀

アシスタントアシスタント
犬塚 あさな犬塚 あさな


